
平成２９年度       学校報「八卦台」      教育目標 自らの手で未来を拓く生徒の育成 

 

▲３年生部員にとって最後の演奏になった、感動的な吹奏楽部のステージ 
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▲執行部＋αによる開祭宣言      ▲表現力豊かに発表した英語暗唱 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

校 長 森山 直人 

 ９月２日（土）、本校最大の行事である「潟中祭」

が行われました。穏やかな秋晴れに恵まれ、たくさ

んの保護者の皆様、卒業生、地域の皆様がご来校く

ださいました。用意していた会場の座席は満席で、

新たに追加したほどのご参加をいただいたことに、

心から感謝申し上げます。 

生徒たちは夏休み明けから約十日間の短い準備期

間を経て、日頃の学習の成果を発揮しました。テー

マ「笑顔満祭（えがおまんさい）～君色に輝け～」

を実現するために、お客様に楽しんでいただくには、

まず自分たちが笑顔でパフォーマンスしよう、そし

て一人一人のもてる力を存分に発揮して、自分らし

く、潟中生らしく精一杯輝こうという思いが、生徒

の姿となって表れた一日となりました。 

初めての潟中祭に少し緊張しながらも、先輩から

たくさんのことを学びやり遂げた１年生、合唱の朝 

練習を積み重ねるごとに歌声がどんどんまとまり、

大きな成長を見せてくれた２年生、難易度の高い合

唱曲を高い完成度でつくりあげ、あらゆる場面で手

本を示してくれた３年生、それぞれの姿は、今でも

目に焼き付いています。 

本番直前まで練習を重ねた英語暗唱では、ＡＬＴ

の先生との練習の成果が実りました。３年生部員に

とって最後の演奏となる吹奏楽部のステージは感動

を呼びました。有志が特技を披露するパリピステー

ジでは、みんなを楽しませるために全身で表現する

自信に満ちた潟中生の姿に、たくましさも感じられ

ました。フィナーレの全校合唱「ＣＯＳＭＯＳ」は、

間違いなくこれまでで最高のハーモニーとなって会

場に響き渡りました。潟中生のエネルギーが一つに

なった瞬間でした。 

今後も、一層潟中生の輝きが増し、その姿を地域

の皆様に届けられるよう、潟中一丸となって取り組

んでまいります。これからも、潟西中学校をよろし

くお願いいたします。 

 

 

 

 

                 

                          

▲会場一杯に歌声を響かせた全校合唱「ＣＯＳＭＯＳ」 

 

 

 

▲会場一杯に歌声を響かせた全校合唱 

 

 

 

 生徒の振り返りから  
○部門別でも合唱でも協力することが一番大事だということが

分かりました。部門別は声を掛けて手分けしてやるし合唱はハ

ーモニーが大事で、潟中祭は人との関わりを深めることが目的

だと思いました。（１年男子） 

○不安もありましたがパリピステージに出ました。先輩たちの応

援により舞台は大盛り上がりでした。私は喜びと達成感で一杯

でした。主役と同じくらい盛り上げ役の人は大切なのだと気が

付きました。（１年女子） 

○３年生の演奏は少ない人数だけど、美しい音色で、すごく上手

でした。今まで３年生に頼ってきた分、次は私たちが頑張らな

いといけないと思いました。練習を頑張って、３年生がびっく

りするぐらい成長したいと思います。（２年女子） 

○いろいろな場面で３年生がリーダーシップを発揮していまし

た。来年は３年生になるので、自分達が後輩たちをしっかり引

っ張っていきたいです。（２年男子） 

○最後の潟中祭はとても楽しいものとなりました。それも生徒会

を中心に力を合わせて取り組んだからだと思います。次は受験

なので、気持ちを切り替えてテスト勉強に取り組みたいです。

（３年女子） 

○今年の潟中祭は今までで一番よいものとなりました。準備のと

きから生徒会の人たちや学年発表、有志発表の人たちとたくさ

ん関わり、とても楽しかったからです。全員で協力して一つ一

つのことを自分たちの力でつくり、潟中祭当日まで完成させる

ことができて本当よかったと思いました。（３年男子） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

▲総合的な学習の時間の成果を披露した学年発表（左から１年、２年、３年） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲熱気あ

ふれた

パリピ

ステージ 

▲最優秀賞に輝いた 

３年生 

指揮者の 

村井恵輝さん 

№６ 

平成２９年１０月１日 

男鹿市立潟西中学校 

  学年を越えた関わりと団結力で大成功！！   
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